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資料３　地質調査資料
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(2)

記号地　　層

7

土質・岩質
(平均)

埋　土

Dg

玉石層

砂は粒径不均一。所々で粘土分を含む。

Bb
砂質土及びφ30～75mmの礫からなる。

(36)

φ100～300mm程度の捨石が多く混入する。

花崗岩

9～32

(16)

礫質土層 Bg
中～粗砂及びφ2～50mmの礫からなる。

貝殻片及び石炭ガラが混じる。

2～8

(5)

砂質土層 Bs シルト混じり砂からなる。 3

粘性土層 Bc
主に砂質シルトからなる。木片及び貝殻片が混じる。 4～5

沖積層

第1粘性土層 Ac1 シルト～細砂からなる。 2

砂質土層 As
1～12

(5)

第2粘性土層 Ac2
0～3

砂は、粒径不均一。部分的に、粘土分を多く含む。

洪積層
礫質土層

所々腐植物及び貝殻片が混入する。

礫はφ2mm～φ20mmを主体とし、大半は腐礫化。 10～115

強風化土 WG1

細～中砂からなる。シルト分及び細礫が僅かに混入する。

風化作用を強く受け、砂質土状を呈す。 8～28

(19)岩盤組織は明瞭であるが、岩芯は殆ど残存しない。

WG2風化土
(41)

Gr

31～50

風化岩
50～150

(79)

片　岩

強風化土 WS1
風化作用を強く受け、砂質土状を呈す。

岩盤組織は、やや不明瞭である。

岩芯が若干残存するが、容易に砕ける。

9～18

(13)

風化岩 Sch
50～60

(57)

若干、φ2mm～φ50mm程度の礫が混じる。

比較的均質な粘性土からなる。

若干、φ2mm～φ50mm程度の礫が混じる。

Ds砂質土層

風化作用を受け、砂～礫状を呈す。

風化作用を受けるが、やや硬い。

凡　　　　例

(5)

風化作用を受けるが、やや硬い。

N値

岩芯が若干残存するが、容易に砕ける。

岩盤組織は明瞭であるが、岩芯は殆ど残存しない。
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地　　層 記号 土質・岩質
(平均)

埋　土

玉石層 Bb
砂質土及びφ30～75mmの礫からなる。

φ100～300mm程度の捨石が多く混入する。

9～32

(16)

礫質土層 Bg
中～粗砂及びφ2～50mmの礫からなる。

貝殻片及び石炭ガラが混じる。

2～8

(5)

砂質土層 Bs シルト混じり砂からなる。 3

粘性土層 Bc
主に砂質シルトからなる。木片及び貝殻片が混じる。 4～5

沖積層

第1粘性土層 Ac1 シルト～細砂からなる。 2

砂質土層 As
1～12

(5)

第2粘性土層 Ac2
0～3

(2)

洪積層

砂は、粒径不均一。部分的に、粘土分を多く含む。 7

礫質土層 Dg
礫はφ2mm～φ20mmを主体とし、大半は腐礫化。

砂は粒径不均一。所々で粘土分を含む。 (36)

10～115

花崗岩

強風化土 WG1
風化作用を強く受け、砂質土状を呈す。

岩盤組織は明瞭であるが、岩芯は殆ど残存しない。

8～28

(19)

風化土 WG2
31～50

(41)

風化岩

凡　　　　例

Gr
50～150

(79)

片　岩

強風化土 WS1
風化作用を強く受け、砂質土状を呈す。

岩盤組織は、やや不明瞭である。

岩芯が若干残存するが、容易に砕ける。

9～18

(13)

風化岩 Sch
50～60

(57)

若干、φ2mm～φ50mm程度の礫が混じる。

細～中砂からなる。シルト分及び細礫が僅かに混入する。

若干、φ2mm～φ50mm程度の礫が混じる。

比較的均質な粘性土からなる。

所々腐植物及び貝殻片が混入する。

砂質土層

(5)

Ds

N値

風化作用を受け、砂～礫状を呈す。

風化作用を受けるが、やや硬い。

風化作用を受けるが、やや硬い。

岩芯が若干残存するが、容易に砕ける。

岩盤組織は明瞭であるが、岩芯は殆ど残存しない。
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地　　層 記号 土質・岩質
(平均)

埋　土

玉石層 Bb
砂質土及びφ30～75mmの礫からなる。

φ100～300mm程度の捨石が多く混入する。

9～32

(16)

礫質土層 Bg
中～粗砂及びφ2～50mmの礫からなる。

貝殻片及び石炭ガラが混じる。

2～8

(5)

砂質土層 Bs シルト混じり砂からなる。 3

粘性土層 Bc
主に砂質シルトからなる。木片及び貝殻片が混じる。 4～5

沖積層

第1粘性土層 Ac1 シルト～細砂からなる。 2

砂質土層 As
1～12

(5)

第2粘性土層 Ac2
0～3

(2)

洪積層

砂は、粒径不均一。部分的に、粘土分を多く含む。 7

礫質土層 Dg
礫はφ2mm～φ20mmを主体とし、大半は腐礫化。

砂は粒径不均一。所々で粘土分を含む。

10～115

(36)

花崗岩

強風化土 WG1
風化作用を強く受け、砂質土状を呈す。

岩盤組織は明瞭であるが、岩芯は殆ど残存しない。

8～28

(19)

風化土 WG2
31～50

(41)

風化岩 Gr
50～150

(79)

片　岩

強風化土 WS1
風化作用を強く受け、砂質土状を呈す。

岩盤組織は、やや不明瞭である。

岩芯が若干残存するが、容易に砕ける。

9～18

(13)

風化岩 Sch
50～60

(57)

若干、φ2mm～φ50mm程度の礫が混じる。

細～中砂からなる。シルト分及び細礫が僅かに混入する。

若干、φ2mm～φ50mm程度の礫が混じる。

比較的均質な粘性土からなる。

所々腐植物及び貝殻片が混入する。

(5)

砂質土層 Ds

N値

風化作用を受け、砂～礫状を呈す。

風化作用を受けるが、やや硬い。

風化作用を受けるが、やや硬い。

岩芯が若干残存するが、容易に砕ける。

岩盤組織は明瞭であるが、岩芯は殆ど残存しない。

凡　　　　例


